
10月15日（木）東京会場：化学物質による様々なリスク

佐藤 嘉彦 氏（労働安全衛生総合研究所 リスク管理研究グループ）主査

化学物質は、私たちの生活に不可欠な存在であり、多岐にわたる恩恵をもたらしてい
ます。一方で、様々な危険性を内包しており、私たちはその利益を得るために、必然
的に何らかのリスクを伴って化学物質を取り扱っていると言えます。この潜在的なリ
スクが顕在化して事故や災害を引き起こさないためには、これらのリスクを適切に管
理する必要があります。そこで今回の東京会場での最新動向講習会では、化学物質の
主要なリスクである火災・爆発、健康への影響、環境への影響に焦点を当てて、それ
ぞれの側面から危険性とリスクについて理解を深めていきたいと考えております。

テーマの主旨

「新エネルギーによる事故の状況と今後の課題」

板垣 晴彦 氏（（独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所

研究推進・国際センター）

9:30～10:30

18世紀後半の産業革命から数百年間が経った現代でも化石燃料が主役といえるが、そ
の間に排出された二酸化炭素の弊害と考えられている地球温暖化が、近年、人類に繰
り返し試練を与えている。世界が化石燃料から新エネルギーへシフトしようとする技
術開発と実証実験が進む一方で、これらが関わる事故災害が少なからず発生している。
本講演では、新エネルギーの代表格として、バイオマス、水素、太陽光を取り上げて、
事故の概況とその原因や特徴を解説するとともに、火災や爆発を防止するために必要
な今後取り組むべき課題について、所感を述べる。

「新規エネルギー源の発火・燃焼特性と可燃性液体の簡易リスク評価法」
佐藤 嘉彦 氏（（独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所

リスク管理研究グループ）

10:40～11:40

近年、急速に進展・普及する技術で使用されている化学物質・製品に由来する火災・
爆発災害が発生しており、これらの防止が求められている。また、特に中小規模事業
場で、化学物質の火災・爆発危険性のリスクアセスメントが十分に実施されていない
傾向がみられるため、この実施の支援を通じて火災・爆発災害の防止を図る必要があ
る。ここでは、これらの課題に対応した以下の取り組みを紹介する。第一に、現在注
目度が高いリチウムイオン電池と木質系燃料に着目し、これらの発火・燃焼特性を把
握した結果を報告する。第二に、中小規模事業場で頻出する可燃性液体の開放系作業
を対象として、簡易なリスク見積り方法を検討した結果を示す。

（休憩）11:40～12:40

「標的健康影響を想起した職業性疾病予防の新戦略」

山本 健也 氏（（独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所
化学物質情報管理研究センター 疫学研究部）

12:40～13:40

リスクベースでの「自律的な管理」に遷移しつつある新たな職場の化学物質管理では、
個別物質ごとの危険有害性を細かく反映した法令の遵守を目的とする活動から、起こ
りうる事象をあらかじめ予測して対策を講ずる活動へと、その発想の転換が求められ
る。健康障害予防の観点から、遅発性疾病を含む「起こりうる疾病＝標的健康影響」
を想起することの重要性と、それを起点にしたリスクマネジメントのうち、特に「ヘ
ルスモニタリングの位置づけ」について解説する。

「事故時を想定した化学物質排出の影響予測」

小野 恭子 氏（（国研）産業技術総合研究所
サーキュラーテクノロジー実装研究センター）

13:50～14:50

災害や事故による事業所等からの非定常の化学物質排出は、近年の自然災害の増加か
ら注目が集まっており、事業所敷地内の事故防止に加えて、一般環境（事業所敷地
外）のリスク最小化および環境汚染防止に資する対策も同時に求められている。ここ
では、事故時に排出が想定される代表的な化学物質に着目し、事故時の化学物質の排
出シナリオの特定、ならびに大気拡散モデルを用いた影響予測について、演者らが開
発した手法を紹介する。

総合質疑14:50～15:10
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